
自動走行車による解決可能な行政課題について 

● 実証エリアにおいて、自動走行車を活用することにより解決できる行政課

題についてご記入ください。 

● 交通不便地対策、高齢者対策など複数テーマがある場合は、それぞれご記

入ください。 

市町村名 田原市                                            

テーマ      高齢者の通院支援対策  

田原市の医療機関数は人口千人あたり1.0で、愛知県や全国平均の半分であ

り、平成26年度の高齢化率は24.5％、高齢単身世帯・高齢者(2人以上)世帯

は平成22年の2,213件から平成26年の2,827件に増加（1.3倍）し、要支援・

要介護者も年々増加の一途を辿る。 

市内診療所の閉院や偏在により、近隣に診療所がない地域が多くなり、近隣

のバス停まで歩けない方や乗車時間に合わない方、自家用車の運転ができない

高齢者等にとっての通院は本当に苦痛であり、公共交通機関の手助けがあって

も、限られた運行本数によって数時間の待合を迫られる現状、高齢者の通院支

援は喫緊の課題となっている。 

今回、限られた条件化の実証ルートは、市内でも総合病院や診療所等が点在

し福祉センターや三河田原駅が近接する等、多くの高齢者が通院やそれ以外の

用途で無人タクシーを利用することが見込まれ、具体的な高齢者視点による利

便性を検証できる環境にあって、様々な意見が無人タクシーの更なる価値を見

出す機会となる。
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